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 論文題名 
 
A conversion method of cone-beam CT values to Hounsfield units for radiation treatment planning. 
放射線治療計画におけるコーンビーム CT値のハンスフィールドユニット値への変換方法 
 
 研究目的 
本研究の目的は，cone-beam CT（CBCT）画像を用いて放射線治療計画を行うために，CBCT
画像のピクセル値（CBCT 値）を放射線治療計画用 CT（simCT）画像のピクセル値（Hounsfield 
Unit：HU）に変換する数理的方法を開発することである。 
 
 研究方法 
 CBCT 値から HU 値への変換は，CBCT 値のリニアスケールを用いて各スライス面における
CBCT値のヒストグラムを HU値のヒストグラムに合致させることで行った。そして，CBCT画像を用
いて計算された線量を simCT 画像を用いて計算された線量と比較することで臨床上の有用性を
評価した． 
 
研究成績及び考察 
 前立腺がん患者および頭頸部腫瘍患者において，変換された CBCT値（mCBCT値）から得ら
れる電子密度は HU 値から得られる電子密度とほぼ 3%未満で一致し，mCBCT 画像上で計算さ
れた線量は simCT画像上で計算された線量とほぼ 1%未満で一致した。 
本研究で示したCBCT値をHU値に変換する方法は，患者毎の各スライス面に対して行われる
ため，人体の大きさ，形状そして内部組織構造の違いによって生じる CBCT 値と HU 値の相違，
そして治療中心から体軸方向に離れたスライス面において生じるCBCT値とHU値の相違を考慮
することができる。本方法は，従来の電子密度ファントムを用いた CBCT 値から電子密度への変
換を改善することができ，CBCT 画像を用いたより正確な放射線治療計画の可能性が示唆され
た。 
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treatment planning 
（放射線治療計画におけるコーンビーム CT 値のハンスフィールドユニット値への変
換方法） 
結果の要旨 
 
本研究の目的は，リニアックに搭載されているコーンビーム CT（以下，CBCT）装置
で撮影された CBCT 画像を用いて正確な線量計算を行うことを可能にするための方法を
開発することである． 
 数理的方法を用いて CBCT 画像のピクセル値（CBCT 値）を通常の CT画像のピクセ
ル値（HU，Hounsfield Unit）と同等の値に変換した．前立腺がん症例および頭頸部腫
瘍症例における CBCT 画像を用いた線量計算の結果は，通常の CT 画像を用いた場合と
ほぼ 1%未満の精度で一致し，CBCT画像を用いた放射線治療計画の実現可能性を立証し
た． 
 毎回の治療直前に撮影された CBCT 画像を用いることで，日々の解剖学的変化を考慮
した線量分布の作成が可能になる．これによって，標的周囲の正常臓器の被ばくを最小
限に抑えながら標的へ高線量を処方することができ，がんの根治に貢献できるものと考
えられる． 
  以上から，博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員が一致して認めた． 
 
 
